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0．序

Ｅ苫saLysの散文の文体的性格については､一般に「格言的な文体」と言われている。〃ｅｃａｍ伽(ZgMl7B2n2y
of､EngZj臼hLite29atuz1eでは``Bacon，sgnomicstyle，'ということばを使っている(Vol.IＶ,348)。また､Legouis
et.ａ１．のAHrsto2yof助gZj3hⅡte29atzmeでは、フランスのMontaigneと比較して、その散文の特徴を次の
ようにまとめている：

Itwas,however,ｂｙｈｉｓＥ置sayBthatBaconprovedhimselfagreａｔｗｒｉｔｅｒｏｆｈｉｓｏｗｎｌａｎｇｕａｇｅ・
Theirtitle，althoughnottheirspirit,recallsMontaigne，smasterpiece・WhileMontaigneis
copious，familiar，prodigalofconfidences，．．、Baconiscurt，almostsibylline，entirely
impersonal,andaversefrompurespeculation.．．、Hismannerisintermjdiatebetween

thatofMontainge，ｓｅｓｓａｙｓａｎｄｔｈａｔｏｆｔｈｅｍａｘｉｍｓｏｆＬａＲochefbucauld．．．、Noonehas

everproducedagreaternumberofcloselypackedandstrikingfbrmulas，loadedwith

practicalwisdom，Manyofthemhavebecomecurrentasproverbs．（370.71）

このような評価をする根拠として、Legouisが挙げているのは次のようなことばである(ibid.)。その一部を
我々のテキストから引用して示しておく：

ＨｅｔｈａｔｈａｔｈＭ２ｂａｎｄＣﾉbi/tizqen,hathgivenHostagestoFortune;Fortheyarelmpediments，

togreatEnterprises，eitherofVertue，orMischiefb．（８“OfMarriageandSingleLifb'’
24.25）

CMhensweetenLabours;ButtheymakeMisfbrtunesmorebitter:TheyincreasetheCares
ofLife;buttheymitigatetheRemembranceofDeath．（７"OfParentsandChildren''２３）

MenfeareDea坊，ａｓＣｈｉｌｄｒｅｎｆｂａｒｅｔｏｇｏｅｉｎｔｈｅｄａｒｋｅ：AndasthatNaturalFearem

Children,isincreasedwithTales,soistheother．（２"OfDeath''９）

ａ．

b、

Ｃ、

これらは、真理を突いていて、短い中に深い意味があり、ことわざのようなことばである。このようなこと

ばがあちこちに点在し、それらを中心にして一つ一つのエッセイができ上がっているために、EbsaJnsの文体
は格言的であるという評価を受ける。しかし、Essaysの英語には、ことわざ的なことばが多いというだけで

なく、さまざまな特色が見られる。それらの特色も、格言的と呼ばれる原因に関係することがある。
Baconの時代は、Legouisが特に"TheF1oweringoftheRenascence(1578-1625),'（246）という時代区分
をしているように、文芸の面でイギリスが大いに発展した。それはヨーロッパ諸国における１４世紀以来の

ルネサンス運動の結果でもある。言語に注目すると、どの国においても、それまでのラテン語中心から母国
語の使用へと変化した時代で、その変化を通して、英語も語彙の増大をはじめ、表現力が向上した。表現力
の向上のために、散文作家はラテン語の作家のスタイルを真似てきたが、Baconの時代になって、そのモデ

ルとすべきラテン語作家が変化した。ＬＡ・Gordonは、その流れの特徴を、キケロ風の散文からタキトウス
およびセネカ風への変化と言う（105.12）。そしてEssaysの英語を次のように位置付けている：

theearlyseventeenth-centurywritersviedwitheachotherincombiniｎｇｔｈｅｓｈｏｒｔ
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senｔｅｎｃｅｍｏｖｅｍｅｎｔｏｆＳｅｎｅｃａｗｉｔｈｔｈｅ`pregnant，ｐｈｒａｓｅａｎｄ`strongline，ofTacitus．

“Bacon，sl597volumeofessaysinitiatedtheSenecanmovementinEnglish”（110）

このように、Essaysは初期近代の代表的散文である。以下の研究では、Essa)'ｓの表現の特徴を分析

し、’'9nomicstyle，'と評価される原因を、格言的なことば以外の要素も指摘しながら明らかにしたい。そし
て、初期近代における英語の変化との関連もあわせて議論する。

LBsaysに頻出する表現

Essaysを読んでいると``fbr'，という語がしばしば現れることに気付く。それは``because，'や``since，'と同義
の理由や説明を付加する時の接続詞である｡岩波文庫にEssaysを翻訳している渡辺義雄は､解説の中で｢｢随

想集』には、煩わしいほど理由づけの文章がつづく」（322）と言っている。これは、何事かを述べたあと

にその理由や説明を続けて述べるということを言っており、Ｂａｃｏｎが話題を展開してゆく上で、一つの

決まった型を反復して使っているということを示している。注意してみると他にも幾つか反復される型が

あることがわかる。それらの型をEssaysの表現形式、いいかえればEssaysの文体的特徴としてとらえ、

その分析をしてみたい。本論に入る前に、これから取り上げようとする形式が総合的に現れている例を－つ

上げておく。二重のカギ括弧（[［］])で示した語句が、それらの形式に関連のある箇所である：

a、エッセイ「偽装と隠蔽について」より、人が自分の本当の姿を偽ったり隠したりすることの利と不

利について：

ThegreatAdvanta配ｓｏｆＳｉｍｕｊａ伽、ａｎｄ、おsimuja肋narethree．［[First]］tolay
asleepeOpposition,andtoSurprize．［[For]］whereaManslntentions,arepub-1ished,ｉｔ
ｉｓａｎＡｌａｒｕｍｔｏｃａｌｌｕｐ，allthatareagainstthem．［[Thesecond]］ｉｓ，toreservetoa

MansSelfe,ａｆａｉreRetreat：［[Fornifamanengagehimselfe，byamanifbstDeclaration，

hemustgoethrough，ｏｒｔａｋｅａＦａｌｌ．［[Thethird]］ｉｓ,ｔｈｅｂｅｔｔｅｒｔｏｄｉｓｃｏｖｅｒｔｈｅＭｍｄｅｏｆ
ａｎother．［[For]］tohimthatopenshimselfe,Menwillhardlyshewthemselvesadverse；

ｂｕｔｗｉｌｌ（faire）１ｅｔｈｉｍｇｏｅｏｎ，andturnetheirFreedomeofSpeech，toFreedomeof

thought．［[Andtherefbre]LitisagoodshrewdProverbeoftheSpaniard;ＺＭａ｣【ye,and

jHndbaZ9oth・ＡｓｉｆｔｈｅｒｅｗｅｒｅｎｏｗａｙｏｆＤｉｓｃｏｖｅｒｙ，ｂｕｔｂｙＳｉｍﾛﾉa伽､、Therebealso

threeDjSadvanZagBs，ｔｏｓｅｔｉｔｅｖｅｎ．［[Thefirst]]，ThatSimujatjDnandDjSsimuJaZiDn，

commonlycarrywiththem,aShewofFearfUlnesse,whichinanyBusinesse，［[dothspoile
theFeathers，ｏｆｒｏｕｎｄｆｌｙｉｎｇｕｐｔｏｔｈｅＭａｒｋ]]．［[Thesecond]ｌｔｈａｔｉｔ［[puslethand

perplexeth]］theConceitsofmany；thatperhapswouldotherwiseco-operatewithhim；
ａｎｄｍａｋｅｓａＭａｎｗａｌｋe,almostalone,ｔｏｈｉｓｏｗｎｅＥｎｄｓ．［[Thethird,ａｎｄgreatest]］ｉｓ，

thatitdeprivethaMan，ofoneofthemostprincipalllnstruｍｅｎｔｓｆｂｒＡｃｔｉｏｎ；whichｉｓ
［[ZrzJstandBeﾉeeZb]ｌＴｈｅｂｅｓｔ［[Composition，andTemperature]］ｉｓ，ｔｏｈａｖｅ

［[OpennesseinFameandOpinion；SbcreQyinHabit；DjSsimujatjDninseasonableuse]]；
ＡｎｄａＰｏｗｅｒｔｏｆａｉｇｎｅ，ｉｆｔｈｅｒｅｂｅｎｏＲｅｍｅｄｙ．（６IiOfSimulationandDissimulationⅡ

２２）

この一節に見られる作文上の特徴をあげてみると、まず第一に、内容的には全体が偽装と隠蔽という行為の

もつ利点(=advantages)と不利益(=disadvan-tages)が対照的構造で述べられていることがわかる。第二に、
その利点や不利益が"First"、‘`Thesecond'，、‘`Thethird''、という語で示されるように、三点ずつに分類

されている。第三に､述べた事柄について"For''という接続詞を用いてその理由を述べている。第四に、

"therefbre，'という副詞が一度ではあるが用いられ、それは直前で述べた利益の第三点目の内容からひきだ

される一つの結論である。第五に、後半部に見られる"dothspoiletheFeathers，ｏｆｒｏｕｎｄｆｌｙｉｎｇｕｐｔｏ

ｔｈｅＭａｒｋ,，ということばは、いわゆるMetaphor(隠愉)と呼ばれる比嶮の例である。第六は、やはり後

半に何回か見受けられる意味の似た語句をペアにして並べる表現"puslethandperplexeth,，‘`Trustand

BeleefC，，‘`Composition,andTemperature，,“FameandOpinion'’である。そして第七に、最後の
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文中での“OpezmesseinFameandOpinion；Ｓｍ･eqyinHabit;DjSsimuja肋ninseasonableuse"とい

う名詞句は、“ＡｉｎＢ'，という形の統語構造の繰り返しがあり、いわゆる"parallelism'，（並列体）と呼ばれる

修辞法である。このような表現形式がEssaysにはたびたび現れる｡それらはBaconの考えを叙述するため

にふさわしい形式であるために用いられたという内容的な原因も考えられ、また初期近代という時代におい

て、そのような表現は普通に用いられていたという外的な原因も考えられる。以下では、表現形式を分類し、

その意味的効果を検討し、初期近代英語という時代的観点から分析を試みる。なお、議論の箇所を明確にす

るために、引用文の該当箇所には``[［］]，'を付す。

Ⅱ表現形式の分類

(i）説明を付加する形式

渡辺義雄の解説にあったように、EssaJ'ｓには､ある命題となる文に"since"や``because''の意味の接続詞で

ある``fbr'，を付加して、その解説や理由を述べることが非常に多い。‘`because,'や``since，'も用いられる。なぜ

Baconは頻繁に理由付けをするのであろうか。いくつかの例から考えてみたい。

a・エッセイ「支持者と友人について」より、君主に家臣の取り扱い方法を論じて：

Ｉｔｉｓｔｒｕｅ，thatinGovernment，ｉｔｉｓＧｏｏｄｔｏｕｓｅＭｅｎｏｆｏｎｅＲａｎｃｋｅｅｑｕally：［[for]］ｔｏ

countenancesomeextraordinarily，ｉｓｔｏｍａｋｅｔｈｅｍｌｎｓｏｌｅｎｔ，andtherestDiscontent；

［[Because】］ｔｈｅｙｍａｙｃｌａｉｍｅａＤｕｅ、ButcontrariwiseinFavour,touseMenwithmuch

DiffbrenceandElection,ｉｓＧCod；［[For]］itmakeththePersonsPreferredmoreThankfilll，

andtheRestmoreofficious；［[Because]］ａｌｌｉｓｏｆＦａｖｏｕｒ、ItisgoodDiscretion，ｎｏｔｔｏ

ｍａｋｅｔｏｏｍｕｃｈｏｆａｎｙＭａｎ,atthefirst;［【Because]］OnecannotholdoutthatProportion・

Ｔｏｂｅｇｏｖｅｒｎｅｄ(aswecallit)ｂｙOne,ｉｓｎｏｔｓａｆｂ:[[For]］ｉｔｓｈｅｗｅｓSoftnesse,andgivesa

FreedometoScandallandDisreputation：［[For]］thosethatwouldnotCensure,ｏｒＳｐｅａｋｅ

ｉｌｌｏｆａＭａｎｉｍｍｅｄｉａｔｌｙ，willtalkemoreboldlyofThose，ｔｈａｔａｒｅｓｏｇｒｅａｔｗｉｔｈｔｈｅｍ，

andtherebyWoundtheirHonour、YettobeDistractedwithlnanyisWorse；［[For]］ｉｔ

ｍａｋｅｓＭｅｎ，ｔｏｂｅｏｆｔｈｅＬａstlmpression，andfUllofChange．（４８i1OfFollowersand

Frendsm149）

b、エッセイ「習』償と教育について」より、習慣の力は想像できないほど強いものだから、人生の早い

段階でよい習慣を身に付けるべきであると述べて：

ＭａｎｙＥｘａｍｐｌｅｓｍａｙｂｅｐｕｔ，ｏｆｔｈｅＦｏｒｃｅｏｆＣ[JsZDme，bothuponMinde，ａｎｄBody・

Therefbre，［[since]］CustomeisthePrincipallMagistraｔｅｏｆＭａｎｓｌｉｆｅ；LetMenbyall

Meanesendevour，ｔｏｏｂｔａｉｎｅｇｏｏｄＣ[Zstomes・certainly，CUstomeismostperfect，whenit

beginnethinYoungYeares：ThiswecallEUuca巾､；whichｉｓ，ineffbct，ｂｕｔａｎＥａｎ【y

CUsZome．（３９``OfCustomeandEducation''121）

Baconの書き方の特徴は、（i)ａの冒頭でも見られるように``Ｉｔｉｓｔｒｕｅ，thatinGovernment，ｉｔｉｓＧｏｏｄｔｏ

ｕｓｅＭｅｎｏｆｏｎｅＲａｎｃｋｅｅｑｕally,,と、単刀直入に自身の発見した真理を述べる点である。この断言的なこと

ばは、格言のような響きがある。どのようにしてそのような結論に達したとか、どのような具体的事例から

そういう結論が導かれるというような付帯事項は述べず、ただ結論を述べる。そして``fbr，'や“because'’を

用いてそれに説明を書き加える。その叙述の仕方は後続の文でも同じで、“ButcontrariwiseinFavour,ｔｏ

ｕｓｅＭｅｎｗｉｔｈｍｕｃｈＤｉｆｆｂｒｅｎｃｅａｎｄElection，ｉｓＧｏｏｄ;''“ItisgoodDiscretion，ｎｏｔｔｏｍａｋｅｔｏｏｍｕｃｈ

ｏｆａｎｙＭａｎ，ａｔｔｈｅｆｉｒｓｔ;'，“Tobegoverned（aswecallit)ｂｙOne,ｉｓｎｏｔｓａｆｂ:”そして"Tobegoverned

(ａｓｗｅｃａｌｌｉｔ）ｂｙOne，ｉｓｎｏｔｓａｆｅ:'，と、君主が家臣に対応するにあたって忘れてならないルールを箇条書

きで述べる。そして``fbr，，や“because,，を用いてそれに理由を書き加える。（i)ｂは``since''の場合で、ここ

では文頭近くに"since''で始る理由を述べ、その後の部分で結論が来る構造である。次も、短い一節のなかで

"fbr，'が頻繁に使われた例である。
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c，エッセイ「貴族について」より、貴族が国民と統治者の間にあって緩衝的役を果たしていることに

ついて：

AjMbnaz9cb(y)wherethereisnoMMityatall,iseverapure,andabsoluteかZqannLy;Asthat

oftheTurkes．［[For]］MMityattempersSou'e29aj客､航anddrawestheEyesofthePeople，

somewhatasidefieomtheLmeRqyzYⅢButfbrDemoc29aojeStheyneeditnot;Ａｎｄｔｈｅｙａｒｅ

ｃｏｍｍｏｎｌｙ,ｍｏｒｅquiet,andlessesubjecttoSedition,thenwherethereareStirpsofMh化s・

【[For]]MensEyesareupontheBusinesse,andnotuponthePersons:OrifuponthePersons，

ｉｔｉｓｆｂｒｔｈｅＢｕｓｉｎｅｓｓｅｓａｋｅ，asfittest，andnotfbrF1agsandPedegree・Ｗｅｅｓｅｅｔｈｅ

Ｓ耐tzezFlastwell，notwithstandingtheirDiversitieofReligion,andofCantons．［[For]］

UtilityistheirBond，andnotRespects・TheunitedProvincesoftheLowCountries，in

theirGovernment,excell：［[For]］wherethereisanEquality,theConsultationsaremore

indiffbrent,ａｎｄｔｈｅＰａｙｍentsandTributesmorecheerfUll．（１４"OfNobility''４１）

(i)ｃは、貴族が国家の一部として果たしている役割を独裁国家と比較して述べ、次に民主国家の場合と比較

して述べている。この引用箇所だけで接続詞の"fbr'，が４回使われている。この一節もいきなり結論的に"A

jMbnazwchy;ｗｈｅｒｅｔｈｅｒｅｉｓｎｏｊＶｂＭｉ〃ａｔall,ｉｓｅｖｅｒａｐｕｒｅ，andabsoluteZ)manny;Asthatofthe

Turkes.''と始める。そして次の"For''で始まる文で、Baconの理由が短く述べられる。以下に３箇所見受けら

れる"For',の文も、同様にその直前の文で言ったことの理由を述べている。つまり、ここでもBaconは事柄

を単刀直入に述べ、それに説明を書き加えるような叙述の仕方である。“fbr''が頻繁に用いられるのは、その

ような作文法に原因がある。Tarseliusもこの"fbr''の使用頻度に注目し、次のように言う：

Ｏｎｔｈｅｗｈｏｌｅ，Ｂａｃｏｎｓｈｏｗｓａｎｏｂｖｉｏｕｓｔｅｎｄｅｎｃｙｔｏｓumuphisargumentationinconclusive

observationsstartingwithfbr・Thusthe旦旦旦旦Ｘ"OfEnvy,，'containing76headclausesinall，

has21explanatoryclausesstartingwithfbr・Inthe旦旦旦旦ｒ`OfNobility''theproportionsare

29to8．（Vickersed298,notｅ７）

Tarseliusは、このように``fbr''の役割を、議論を要約するための語と考える。要約の場合もあり、理由付け

の場合もある。いずれにせよ、Baconがこの語を頻繁に用いるのは、解説を必要とすることばが来るからで

ある。Essaysの文には現在時制が多く、それは、Baconが自身の発見した真理として述べていることを示

している。そのために、“Honestyisthebestpolicy.'’“Waterconsistsofhydrogenandoxygen.''などのこ

とわざや科学的叙述のように､いわゆる永遠の真理としての書き方になる。それゆえ､``for'，や“because，，を

用いて解説をする。しかし、解説の付加ではあっても、その``fbr''や"because,'などの文がなくなると意味的に

不完全に感じられる。やはり、両者で－つのまとまりである。

(ii）結論や結果を付加する形式

これはある命題を言って､その議論から引き出される結論や結果を、‘`therefbre''``so”``ｓｏｔｈａｔ',``ｓｏ

as''など、因果関係を示す副詞や接続詞を用いて述べる書き方である｡なおこの場合の``so''"ｓｏｔｈａｔ，'``ｓｏ

as''は、ＯＥＤの“so''の項目で、それぞれ、“Ｆｏｒｔｈａｔｒｅａｓｏｎ，ｏｎｔｈａｔａｃｃｏｕｎｔ，accordingly，

consequently，therefore.''(s､ｖ、１０.a)、“denotingresultorlogicalconsequence；ａｌｓｏ
sometimes＝`inorderthat'"(８．ｖ、２３)、“ｉｎｓｕｃｈａｗａｙｔｈａｔ，ｓｏｔｈａｔ・Ｎｏｗｄｊａﾉ.''（s､ｖ、

２９.ａ.)、と説明されている用法である。

a・エッセイ「反乱と騒動について」より、国家に対する様々な反乱の兆候を述べ、次のようなことば

に続けて：

Also,whenDiscords,andQuarrells,andFactions,arecarriedopenly,andaudaciously；

ｉｔｉｓａＳｉｇｎｅ,theReverenceofGovernmentislost．．．．

［[so]】ｗｈｅｎａｎｙｏｆｔｈｅｆｂｕｒｅＰｉｌｌａｒｓｏｆＧｏｖｅrnment，aremainlyshaken，orweakned

（whichareHeZj客ｊＤｎ，jUs比e，CbunseZ/Ｉａｎｄｎ･easuz．e,）ＭｅｎｈａｄｎｅｅｄｔｏｐｒａｙｆｂｒＦａｉｒｅ
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Weather．（１５"OfSeditionsandTroubles''44.45）

ｈエッセイ「高い地位について」の冒頭で、高い地位にある人の立場を説明して：

MeninG2QeatPZace，arethriceSbrvants：ServantsoftheSoveraigneorState；Ｓｅｒｖａｎｔｓｏｆ

Ｆａｍｅ；andServantsofBusinesse．［[Ｓｏａｓ]］theyhavenoFreedome；neitherintheir

Persons;norintheirActions;norintheirTimes．（１１"OfGreatP1ace''３３）

c・エッセイ１２「大胆について」より、大胆な性格の人物の使い方について：

Ｔｈｉｓｉｓｗｅｌｌｔｏｂｅｗｅｉｇｈｅｄ；ThatBMfnesseiseverblinde：Ｆｏｒｉｔｓｅｅｔｈｎｏｔｄａｎｇｅｒｓ，and

lnconveniences．［[Therfbre,]］itisillinCounsell,goodinExecution：［[Sothat]］ｔｈｅｒｉｇｈｔ
ＵｓｅｏｆＢＭブpersonsis，ｔｈａｔｔｈｅｙｎｅｖｅｒＣｏｍｍａｎｄｉｎＣｈｉｅｆｂ，ｂｕｔｂｅＳｅｃｏｎｄｓ，ａｎｄｕｎｄｅｒ

ｔｈｅＤｉｒｅｃｔｉｏｎｏｆｏｔｈｅrs・ForinCounsell，ｉｔｉｓｇｏｏｄｔｏｓｅｅｄａｎｇｅｒｓ；AndinExecution，

ｎｏｔｔｏｓｅｅｔｈｅｍ,excepttheybeverygreat．（l21iOfBoldnesse''３８）

d・エッセイ「礼式と儀礼について」より、同輩や目下の人々の間での振る舞いに方ついて：

AmongstaMansPeeres,aManshallbesureofFamiliaritie；［[Andtherefbre]]，itisgood

alittletokeepeState・AmongstaManslnfbriours，oneshallbesureofReverence；

［[Andtherefbre]］ｉｔｉｓｇｏｏｄａｌｉｔｔｌｅｔｏｂｅＦａｍｉｌｉａｒ．（５２'IOfCeremoniesandRespectsI’
158）

e・エッセイ「名誉と評判について」の冒頭で、名誉を得ることの意味を説明して：

ＴｈｅＷｉｎｎｉｎｇｏｆＨｂｎｏ雌ｉｓｂｕｔｔｈｅＲｅｖｅａｌｉｎｇｏｆａＭａｎｓＶｅｒｔｕｅａｎｄＷｏｒｔｈ，without

Disadvantage・ForsomeintheirActions，ｄｏｅＷｏｏｅａｎｄａｆｆｂｃｔＨｂｎｏ雌ａｎｄＲｅｐｕｔａｔｍｎ：

WhichSortofMen,arecommonlymuchTalkedofbutinwardlylittleAdmiredAndsome，

contrariwise，darkentheirVertue，ｉｎｔｈｅＳｈｅｗｏｆｉｔ；［[Ｓｏａｓ]］theybeunder･valuedin

opinion．（５５"OfHonourandReputation''163）

ｆエッセイ「諸物の変転について」の冒頭で、物事の移り変わりと人間の忘却との関係を古典の引用

から説明して：

Sajbmonsaith；〃e２割ｅＪｓｎｏｊＶｂｗＺ１ｈｍｇＵｐｏｎ坊eEazWb．［[Sothat]］ａｓＥｂｔＤｈａｄａｎ

ｌｍａｇｉｎａｔｉｏｎ；〃ａｔａ〃ｊｎｏＷｅ〔Z9℃was6utEemem6mnce:ＳｏＳａﾉDmongivethliisSentence；

肋atamVbu'eJtje由ｂｕｔＯｍｉｕにjbn．（５８"OfVicissitudeofThings''172）

引用(ii)ｂでは、前半の文で高位の人の立場を比嶮的に述べ、そのために結果として彼らは様々な点で自由が

ないと説明する。（ii)ｃの場合も大胆さという性格を比嶮的に分析した後、それ故（Therefbre）そういう性

格の人物は助言には向かないが実行には向いている、だから（Sothat）彼らを使う場合には誰かの指揮の下

で働かせるのがよい、と理由と結論を示す文を次々に付加している。したがって、これらの接続詞類は「Ａ

である、だからＢである」というように、命題Ａで条件を述べ、命題Ｂでその帰結を言うために使われて

いる。ＡとＢの文は、このように一体として互いの意味を補う。この形式は(i）の解説や理由を付加する

形式のちょうど逆の表現で、（i)の場合は「Ａである、それはＢだからである」という言い方で、命題Ａが帰

結、命題Ｂが条件になる。

(iii）その他の説明的表現

さて、（i)の``fbr，，や``because9,、（ii)の``therefbre，'“so,，``ｓｏｔｈａｔ,'“ｓｏａｓ'，などは、前後の文を意味的

に関連付けて連結する。そのようなことばとしては、（i)(ii)で見たものの他にも、“certainly，，‘`surely'，

``generally''``toconclude，'などをはじめとする副詞もあり、そういう連結のための用語もEssaJzsにはしばし
ば見受けられる。Quirket.ａ１．の用語では、“disjuncts，，と呼ばれる副詞類である。話者が自分のことばに対

して何らかの評価をする際に用いると説明されている（612ｆｆｃｆ``Styledisjuncts,”“Contentdisjuncts'')。
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たとえば発話の確信性を示す場合には‘`certainly／definitely／indeed／surely／clearly"など強意の副詞があ

り、疑念を示す場合は“perhaps，，などがある。それらは独立して用いられることもあり、上で取りあげた"fbr'，
などの接続詞に続けて用いられることもある。Essaysではつぎのように、広い意味で説明的なことばを書き

加えるのに用いられている：

a・エッセイ「狡猜について」の冒頭で狡滑な人間の人格を分析して：

WetakeCuJmingfbraSinisterorCrookedWisedome．［[Andcertainly,]］thereisgreat
difference,ｂｅｔｗｅｅｎａＣｕｎｎｍｇＭａｎ，ａｎｄａ川ＳｅＭａｎ；NotonelyinPointofHonesty,butin

pointofAbility．（２２"OfCunning''６９）

ｂエッセイ「賢く見えることについて」の最後で賢く見えたい人間の行動を分析し、そのような人

間を雇うべきでないと忠告して：

比emingリ価Se-menmaymakeshifttogetOpinion：ＢｕｔｌｅｔｎｏＭａｎｃｈｏｏｓｅｔｈｅｍｆｂｒ

Ｅｍｐｌｏｙment;[[Forcertainly,]]youwerebettertakefbrBusinesse,aMansomewhatAbsurd，
thenoverFormall．（２６``OfSeemingWise''79.80）

c・エッセイ「青年と老年について」の冒頭で、青年の特`性について説明して：

ＡＭａｎｔｈａｔｉｓＩのｕｎｇｍＪ'eaZqeS,ｍａｙｂｅＯｌｄｉｎＨｏｕｒｅｓ，ｉｆｈｅｈａｖｅｌｏｓｔｎｏＴｉｍｅ・Butthat

happenethrarely．［[Generallym・yDu坊islikethefirstCogitations，ｎｏｔｓｏＷｉｓｅａｓｔｈｅ
Ｓｅｃｏｎｄ．（４２"OfYOuthandAge''130）

｡、エッセイ「美について」の冒頭で、徳が似つかわしい人物を描写して：

VertueislikeaRichStone,bestplaineset:［[Andsurely,]]VertueisbestinaBody,thatis

comely，thoughnotofDelicateFeatures：AndthathathratherDignityofPreSence，then

BeautyofAspect．（４３“OfBeauty''132）

e・エッセイ「礼式と礼儀について」より、礼式を用いないとどのような問題が起こるかを述べて：

ＮｏｔｔｏｕｓｅＣｂｚＱｅｍｏｍｅｓａｔａｌｌ,ｉｓｔｏｔｅａｃｈＯｔｈｅｒｓｎｏｔｔｏｕｓｅｔｈｅｍａｇａine;Ａｎｄsodiminisheth

ReSpecttohimselfe：［[Especially]］ｔｈｅｙｂｅｎｏｔｔｏｂｅｏｍｉｔｔｅｄｔｏStrangers，andFormall
Natures：ＢｕｔｔｈｅＤｗｅｌｌｉｎｇｕｐｏｎｔｈｅｍ，andExaltingthemabovetheMoone，ｉｓｎｏｔｏｎｌｙ

Ｔｂｄｉｏｕｓ,ｂｕｔ。othDiminishtheFaithandCreditofhimthatspeakes．（５２“OfCeremonies

andRespects''158）

ｆエッセイ「怒りについて」より、怒りにとらえられてもそれが災いにつながらないようにするため

の注意を述べて：

TbContaineAng巴rfiPomjMSchjeZb,ｔｈｏｕｇｈｉｔｔａｋｅｈｏｌｄｏｆａＭａｎ，ｔｈｅｒｅｂｅｔｗｏＴｈｉｎｇｓ，

whereofyoumusthavespeciallCaution・Ｔｈｅone，ofextremeBittemesseofﾘﾘｲﾌＭs；

［[Especiallyj]iftheybeAculeate,andProper:ForCbmmzJmaMY上此６日[`commonabuses'］
ａｒｅ、othingsomuch：［[Andagaine,]］ｔｈａｔｉｎＡｎ配z1aManrevealenoSecrets：Forthat
makeshimnotfitfbrSociety（５７“OfAnger''171）

これらことばは、偶然ではあるが、いずれも深い観察にもとづいた人間観察のことばであ

る。抽象的な内容であり、一読して理解するにはことば不足である。それゆえ、なんらか説明す
る必要があろう。“certainly，'``surely”``generally，'``especially，'のいずれも、つぎのことばを
書き加えるためのことばである。説明を付加する役目を果たしていて、やはり、これらの

副詞類も（i)(ii)の場合と同様な使い方である。

さて、（i)(ii)(iii)で取り上げた表現形式は、統語的な特長にも関連する。すなわち、Ｅｓｓａｙｓ
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には等位接続が多く、複雑に埋め込まれた従属節は少ないという統語的な特徴につながる。

Essaysの文は、たとえピリオドまでは長い一文であっても、その統語構造は単純なものが

多い。以下では、そのような統語法の特徴を考察してみる。先ず、一つの叙述から次の叙

述へ移るときＢａｃｏｎがどのような接続詞、副詞類を用いているかを見るために、今まで取

り上げた接続詞、副詞類とともに、それ以外の接続のための用語にも“[[．．．］]，,を付してお

く。（なお、「叙述」ということばを用いるが、ここではピリオドまでのつながりを「文」

とよび、その文の構成素として、意味的にまとまった下位の文を叙述と呼ぶことにする。

「節」ということばは、名詞節、形容詞節、副詞節など意味的に独立しない従属節も出現

するために避ける。例えば、次の(iii)ｇの場合では、“ＨｅｔｈａｔｉｓｏｎｌｙＲｅａｌｌ，ｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅ

ＥｘｃｅｅｄｉｎｇｇｒｅａｔＰａｒｔｓｏｆＶｅｒｔｕｅ，'までを、一つの叙述と考える）：

9．エッセイ「礼式と儀礼について」の冒頭で、人は地道な努力の積み重ねでこそ賞賛を得ること
ができると説いて：

ＨｅｔｈａｔｉｓｏｎｌｙＲｅａｌｌ，ｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅＥｘｃｅｅｄｉｎｇｇｒｅａｔＰａｒｔｓｏｆＶｅｒｔｕｅ：［[Ａｓ]］

ｔｈｅＳｔｏｎｅｈａｄｎｅｅｄｔｏｂｅＲｉｃｈ，ｔｈａｔｉｓｓｅｔｗｉｔｈｏｕｔＦｏｉｌｅ．［[Ｂｕｔ]］ｉｆａＭａｎ

ｍａｒｋｅｉｔｗｅｌｌ，ｉｔｉｓｍｐｒａｉｓｅａｎｄＣｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎｏｆＭｅ、，［[as]］ｉｔｉｓｉｎ

ＧｅｔｔｉｎｇｓａｎｄＧａｉｎｅｓ：［[For]］ｔｈｅＰｒｏｖｅｒｂｅｉｓｔｒｕｅ，Ｔｈａ〃jghtGajnesmake

heaUPurses；［[For]］ｌｉｇｈｔＧａｉｎｅｓｃｏｍｅｔｈｉｃｋ，［[whereａｓ]］Ｇｒｅａｔｃｏｍｅｂｕｔ
ｎｏｗａｎｄｔｈｅｎ． ［[ｓｏ]］ｉｔｉｓｔｒｕｅ，ｔｈａｔＳｍａｌｌＭａｔｅｒｓｗｍｇｒｅａｔ

Ｃｏｍｍｅｎｄａｔｉｏｎ，［[because]］ｔｈｅｙａｒｅｃｏｎｔｉｎｕａｌｌｙｉｎＵｓｅ，ａｎｄｉｎｎｏｔｅ：

［[ｗｈｅｒｅａｓｍｔｈｅＯｃｃａｓｉｏｎｏｆａｎｙｇｒｅａｔVertue，commethbutonFestivals．

［[Therefore]］ｉｔｄｏｔｈｍｕｃｈａｄｄｅ，ｔｏａＭａｎｓＲｅｐｕｔａｔｉｏｎ，ａｎｄｉｓ，（[[ａｓＱｕｅｅｎｅ

ＩＳａｂｅﾉﾉasaid]]）Ljkepezpe〃aﾉﾉｴ,ettez･ｓＯｏｍｍｅＭａＺｏ〃,ｔｏｈａｖｅｇｏｏｄＦｏｒｍｅｓ．

（５２“ＯｆＣｅｒｅｍｏｎｉｅｓａｎｄＲｅｓｐｅｃｔｓ'’１５７）

ｈエッセイ「偽装と隠蔽について」より、人が自分が自分を包み隠すのに三段階（秘密にする、猫か

ぶりする、積極的に偽装する）があり、その第一段階について：

Ｆｏｒｔｈｅｆｉｒｓｔｏｆｔｈｅｓｅ，Secz1eqy：Ｉｔｉｓｉｎｄｅｅｄ，theVertueofaConfessour；［[And

assuredly,]］theSbcretMan,hearethmanyConfbssions;［[For]]whowillopenhimselfe,ｔｏａ
ＢｌａｂｏｒＢａｂｌｅｒ？［[But]］ｉｆａｍａｎｂｅｔｈｏｕｇｈｔＳｂｃｒｅムitinvitethDiscoverie;［[As]］themore

C1oseAire，ｓｕｃｋｅｔｈｉｎｔｈｅｍoreOpen：［[And]］asinConfbssion，theRevealingisnotfbr

worldlyuse，ｂｕｔｆｂｒｔｈｅＥａｓｅｏｆａＭａｎｓＨｅａｒｔ，ｓｏＳｂｃｚ･ｅｔＭｅｎｃｏｍｅｔｏＫｎｏｗｌｅｄｇｅｏｆＭａｎｙ

Ｔｈｍｇs，inthatkinde；［[while]］MenratherdischargetheirMindes，thenimparttheir

Mindes．［[Infbwwords,]］MysteriesareduetoSbcz9e肌［[Besides（tosayTruth)]］

Ｍﾖkednesseisuncomely,aswellinMinde,ａｓBody;[[and]]itaddethnosmallReverence,to

MensManners,andActions,iftheybenotaltogetherOpen．［[AsfbrTalkersandFutile

Persons,]］theyarecommonlyVaine,andCredulouswithaL［[For]］Hethattalketh,what

heknoweth,willａｌｓｏtalke,whatheknowethnot．［[TherfbreI]setitdowne；〃ａｔａｎ励肋

ofSbcz．e肌ｊＳ６ｏ坊PbZitiUA)ａｎｄＭｂｚ９ａｕ［[AndinthisPart,]]itisgood,thataMansFace，

givehisTongue,leavetoSpeake．［[For]］theDiscovery,ｏｆａＭａｎｓＳｅｌｆｂ,bytheTractsof

hisCountenance,isagreatWeaknesse,andBetraying;［[Bｙｈｏｗｍuch,]]itismanytimes・

moremarkedandbeleeved,thenaManswords．（６"OfSimulationandDissimulation''２１）

このように目印をつけると、接続用語の多さに気付くとともに、ピリオドまでが長い一文であっても、一つ

一つの叙述は短いことにも気付く.接続用語も様々あり、付加的説明には``fbr"``certainly，'"besides""and''、

比UIit的な説明をするには``as''、理由を付け加えるには``because，'、結論的に言うには``therefbre，'、逆の視点を

言うには``but''“whereas”“while'，、話題を変えるには"Ａｓｆｂｒ．．.''と、これらの接続用語をふんだんに使う。

それと相互作用的に、一つ一つの叙述は短くなり、たとえ埋め込み文があっても、その統語法は複雑なもの
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ではない。序章で１．ＡGordonが、Baconは１５９７年のEssaysの英語によって新しい英語散文のスタイルを

示したと指摘していることに触れたが、Gordonは別の箇所でそれを具体的に次のように説明する：

InBacon，ssentence，ｔｈｅｒｅａｄｅｒｍａｙｓｔｏｐａｔａｌｍｏｓｔａｎｙｐｕｎctuationpoint，ｓｏｍｅｔｉｍｅｓｅｖｅｎ

ａｔａｃｏｍｍａ,ａｎｄａｔｅａｃｈｓｕｃｈｐｏｉｎｔｔｈｅｓｅｎｓｅｉｓｃｏmplete・ＥａｃｈｎｅｗｃｌａｕｓｅｉｎＢａｃｏｎｍａｋｅｓ

ａｎａｄｄitionoramodificationtowhathasaｌｒｅａｄｙｂｅｅｎｓａｉｄｌｔｉｓｔｈｅｏｒｄｅｒｏｆａｍan

thinkingashegoes．（114）

これが、Gordonの言う新しい英語散文の特色である。考えるままに書いて行くというスタイルで、それは

ピリオドまでが長く、埋め込み文がたくさんある文と違い、統語法は決して複雑ではない。

(iv）分析、分類する形式

これはある話題について分析、分類し、それを順序よく箇条書きにして述べたり、並べて書き上げるよう

な構造である。分析、分類して述べると議論が整然とするので読者には分かり易くなる。以下の引用に見る

ように、序数によって議論の順序を明確に示して話を進める場合もあれば、序数は用いないが論ずべき事柄

を明快に分類して話題を展開するものもある。そのような例をひとつずつ引用する：

a・エッセイ「裁判について」は、裁判官の任務を論じたエッセイである。冒頭部分では、裁判官とし

て基本的に心がけるべき考え方が短く述べられ、それに続いて裁判官の関係する仕事内容を、訴訟

人、弁護士、書記官、君主及び国家、の４点に分類してそれを順次論じている｡分類を示す語句

に"[［］]''をつけて引用し、エッセイの構成を示す：

ＴｈｅＯｆｆｉｃｅｏｆｊｍ29℃s,mayhaveReference,Ｕｎｔｏｔｈｅ〃r"esZhatsue;UntotheAdvocates

坊ａｔＰ/ｅａｄｉＵｎｔｏｔｈｅＣ/ezkesandMimSte21sOf.c〃s比eunderneaththem；Ａｎｄｔｏｔｈｅ

ＳｏｖｅｚｍｇｎｅｏｒＳＺａＺｅａｂｏｖｅｔｈｅｍ．

［[First]lfbrtheCausesor〃rtjes功at助e,．．．

［[Secondly]],fbrtheAdvocatesandCbunseLMbaｔＰ/Bad:．．．．

［[Thirdly]],fbrthatthatconcernesC/ezksbandMmStezls.．．．

［[Fourthly]],fbrthatwhichmayconcernetheSbu'Ｂｚｍｇｎｅａｎｄ恥rate.．．．

(５６“OfJudicature''166-69）

このように、まず裁判官の仕事を"ＴｈｅＯｆｆｉｃｅｏｆｊ、9℃８，mayhaveRefbrence，Ｕｎｔｏ．．．；Ｕｎｔｏ

Ｕｎｔｏ．．．；Ａｎｄｔｏ．．．''と４分類して、以下でそれを"First．．．、Secondly．．．、Thirdly

Fourthly．．．.，'というふうに、最後まで順序立てて論じる構成になっている。

ｂエッセイ「利子について」は、Baconの利子についての考えを述べたものである。冒頭で、問題を

提起するために一般の人々の利子についての考え方を紹介する：

Ｔｈｅｙsay，ｔｈａｔｉｔｉｓＰｉｔｉｅ，theDevill

the脇zn9eristhegreatestSabbath

ManyhavemadeWittielnvectivesagainstDsune・

shouldhaveGodspart，whichistheZYZheThat

Breaker,becausehisPloughgoetheverySunday．．．．

続いて、Bacon自身の考えを紹介する

Isaythisonely，ｔｈａｔＤｓｕ〃isaCbncessumpmpterDuzi"emCbz･ｄｊＢ［`Concessionon
accountofhardnessofheart,]：ForsincetheremustbeBorrowingandLending,ａｎｄＭｅｎ

ａｒｅｓｏｈａｒｄｏｆＨｅａｒｔ,astheywillnotlendficeely，、台zJzymustbepermitted．．．．
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次に、問題の整理をして本論に入る

ＩｔｉｓｇｏｏｄｔｏＳｅｔｂｅｆｂｒｅｕｓ，themcommoditjeSandCbmmodi舵ｓｏｆＵ汐、J'；ＴｈａｔｔｈｅＧｏｏｄ

ｍａｙｂｅ,eitherWeighedout,orCulledout;Andwarilytoprovide，ｔｈａｔｗｈｉｌｅｗｅｍａｋｅｆｂｒｔｈ，
tothatwhichisbetter,ｗｅｍｅｅｔｎｏｔ,withthatwhichisworse・

ＴｈｅＤｊＢｃｏｍｍｏ血ＺｉｅｓｏｆＺﾉｉｇｚｎｙａｒｅ：．．．、

Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｓｉｄｅ，theCbmmoCZi舵ｓｏｆＵｇｕ〃are：．．．．

結論として、改善策についての考え方を述べる

Ｔｏｓｐｅａｋｅｎｏｗ,ｏｆｔｈｅＲｅｈｍａ肋ｎａｎｄＢｅｊ客/emenZof脇uzy;HowtheDjScommoditjes
ofitmaybebestavoided9andtheCbmmoditjesretained．．．．

さらに、具体的方法の提案をする

Toservebothlntentions，thewaywouldbebrieflythus．．．．Firsttherefbre，１ｅｔ

恥凹肌JngBne29aZﾉﾘｂｅ”ducedZoFWem坊eHnndredl．．．、Secondly,lettherebe化r曲ｍｅ

化z1sons比ensedZoLendlto肋owmeMDz9cﾉｳanZs,ｕｐｏｎ脇ｍｙａｔａＨ曹力erEaZe;．．．．（４１``Of
Usurie''124-28）

これが「利子について」というエッセイの構成である。全体の起承転結が整理されており、説得力のある構

成である。Baconには分析、分類して論ずる傾向があり、時々このような整然とした展開のエッセイが見ら

れる。エッセイ３３"OfP1antations，，（植民地について）は大航海時代を反映したエッセイだが、このエッセ

イも分析、分類する型である。Baconは植民地を作ることについて様々な角度から分析して体系的に論じ

る。すなわち、(1)植民の基本的考え方(2)植民地へ送り込む人間について(3)植民地で育てるべき動植物

について(4)食料管理について(5)統治の仕方について(6)健康管理について(7)原住民への対応につい

て(8)植民地存続について、というふうに、基本的な考え方からはじめて、具体的に個々の議論へと話を進

める。Vickersは、FrancjSBaconandBenajSsance座mseのなかで、Baconのこのような話題展開の仕方

を木と枝の関係で嶮えて"theorganicunityofatreeanditsbranches,'と言う（30)。そして具体的には"The

methodheusestoachievethistightstructure．．、ｓｅｅｍｓｔｏｂｅｔｈｅｄｅｃｅｐｔｉｖｅｌｙｓｉｍｐｌｅｏｎｅｏｆｄｉｖｉｄｉｎｇｕｐ

ｔｈｅｔｏｐｉｃｉｎｔｏｉｔｓｍainheads，subdividingwithinthese，ａｎｄｔｈｅｎｆｂｌｌｏｗｉｎｇｔｈｅａｒｇｕｍｅｎｔａｌｏngits
respectivebranches''と説明する（30）。すべてのエッセイがそのような構成ということではないが、いく

つかのエッセイは、全体がこのように整然と構成されている。

エッセイ全体ではないが、そのなかの部分的な議論において、分析、分類することは、しばしばある。次

の(iv)ｃのイタリック体部分のように、そのことをことばで明示してある場合もあり、（iv)ｄのように、“If．．．

'f…Ｉｆ．．．''と、同じ統語法で述べ、結果的に分類されている場合もある：

c・エッセイ「嫉妬について」では、嫉妬の仕組みを分析したあと、「われわれはどんな人が他人を嫉

妬しがちであるか、どんな人が最も嫉妬を招きやすいか、公的な嫉妬と私的な嫉妬との違いは何で

あるか、について論ずることにしよう。」と書き、以後、その順に議論が構成されてゆく。分析、

分類をはじめることばは次のようである：

ButleavingtheseCuriosities,(thoughnotunworthy,tobethoughton,infitplace,)wee
willhandle，ｗｈａｔ凡密ｏｎｓａ２９ｅａＰｔＺｏＥｎｗｏ坊e2?s；リUhTtpe2?sonsa29emostSUb/ＤｃｔＺＤ６ｅ

Ｅｎ噸ｄ坊emseﾉﾘ'es;And，リイZ6atjStheDilfbz1encebetwｅｅｎＰｕ６ＩｊｍＪａａｎｄｐｚＷ臼ｔｅＥｎ肌（９

“OfEnvy''２７）

d・エッセイ「善意および本姓の善意について」の最後の部分で、人の善意の資質と兆候を分類、分析

して：
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ThePartsandSignesofGoodnessearｅｍａｎｙｌｆａＭａｎｂｅＧｒａｃｉｏｕｓ，andCurteousto

Strangers，ｉｔｓｈｅｗｅｓ，ｈｅｉｓａＣｉｔｉｚｅｎｏｆｔｈｅＷｏｒｌｄ；AndthathisHeart，ｉｓｎｏｌｓｌａｎｄ，cutoff
fromotherLands;butaContinent,thatjoynestothem、IfhebeCompassionate,towards

theAfflictionsofothers，ｉｔｓｈｅｗｅｓｔｈａｔｈｉｓＨｅａｒｔｉｓｌｉｋｅｔｈｅｎｏｂｌｅＴｒｅｅ，thatiswoundedit

selfe,ｗｈｅｎｉｔｇｉｖｅｓｔｈｅＢａｌｍｅ、ＩｆｈｅｅａｓｉｌｙＰａｒｄｏｎｓａｎｄＲｅｍｉｔｓＯｆｆｂnces,ｉｔｓｈｅｗｓ，thathis

MindeisplantedaboveInjuries;Ｓｏｔｈａｔｈｅｃａｎｎｏｔｂｅｓｈｏｔ・IfhebeThankfUllfbrsman
Benefits,ｉｔｓｈｅｗｅｓ,thatheweighesMensMindes，ａｎｄｎｏｔｔｈｅｉｒＴｒａｓｈＢｕｔａｂｏｖｅａｌｌ,ｉｆｈｅ

ｈａｖｅＳＺ・EauﾉSPerfbction，ｔｈａｔｈｅｗｏｕｌｄｗｉｓｈｔｏｂｅａｎＡｎａｔｈｅｍａｆiFomChnSムfbrthe

SalvationofhisBrethren，itshewesmuchofaDivineNature，ａｎｄａｋｉｎｄｅｏｆＣｏｎｆｂｒｍｉｔｙ

ｗｉｔｈＣｂ油thimselfb．（１３``ＯfGoodnesseandGoodnesseofNature''40-41）

(v）並列体（Parallelism）の形式

これまでの「説明を付加する形式」「結論や結果を付加する形式」「分析、分類する形式」は、意味上の

特徴であるが、以下で述べる"parallelism，'は、意味とともに形態上の特徴でもある。すなわち、視覚、聴覚
にも訴える力を持つ作文上の技巧である。“parallelism，，とは『現代英語学辞典』によれば、「統語上の機能

や意味が互いに対応する２個以上の語、句、または節を並列することによって整った口調をかもし出した

り、意味上の印象を強めたりする表現技巧をいう」とあり、旧約聖書の詩篇から"Theheavensdeclarethe

gloryofGod；ａｎｄｔｈｅｆｉｒｍａｍｅｎｔｓｈｏｗｅｔｈｈｉｓｈａｎｄｙworkDayuntodayutterethspeech，ａｎｄnight
untonightshowethknowledge.'，（もろもろの天は神の栄光を表し、大空はみ手のわざを示す。この日は
言葉をかの日に伝え、この夜は知識をかの夜に告げる。ＰＳ・xix、1-2）という一節が例示されている（Ｓ・Ｍ

``Parallelism，'）。一読して、リズミカルな調子が感じ取られる。Essaysから該当箇所を``[［］],,で示して引

用する。

エッセイ「習`償と教育について」より、習`慣の力が強大であることを説明して：

ＢｕｔｉｆｔｈｅＦｏｒｃｅｏｆＣＵｓｔｏｍｅＳｉｍｐｌｅａｎdSeparate,ｂｅGreat;theForceofCustomeCopulate，

andConjoyned，andCollegiate，isfblrGreater、Ｆｏｒthere［[Exampleteacheth；Company
comfbrteth；Emulationquickeneth；G1oryraiseth:]］ＳｏａｓｉｎｓｕｃｈＰ１ａｃｅｓｔｈｅＦｏｒｃｅｏｆ

ＣＵｓｔoｍｅｉｓｉｎｈｉｓＥxaltation．（３９"OfCustomeandEducation''122）

ａ．

エッセイ「学問について」より、どのような学問がどのような人間を作るかを述べて：

[[ReadingmakethaFullMan；ConferenceaReadyMan；AndWritinganExactManJ］
Andtherefbre，［[IfaManWritelittle,ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅａＧｒｅａｔｍｅｍｏｒｙ;IfheConfbrre

little，ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅａＰｒｅｓｅｎｔＷｉｔ；ＡｎｄｉｆｈｅＲｅａｄｅｌｉｔｌｅ，hehadneedhavemuch

Cunning,]］ｔｏｓｅｅｍｅｔｏｋｎｏｗｔｈａt,ｈｅｄｏｔｈｎｏｔ．（５０``OfStudies''153）

b、

(v)ａでは､"Exampleteacheth，，に見られるＳ+Ｖという統語構造がそれに続く叙述でも繰り返されており、(v)ｂ
では、最初の箇所では"ReadingmakethaFullMan，，に見られるＳ+V+Ｏという統語構造、二番目の箇所で

は"If．．．，ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅ．．．'，という、条件節を含む複文の統語構造が繰り返されている。BrianVickers
は、、m2cjSBZYconandHenajSsanceEmseの中で、この構造を"SyntacticalSymmetry''という呼び名で詳

しく解説し(96-140)、Baconがこの技法を早くから様々な作品中で使用していることを指摘している
（117-18）。Vickersはこの均整のとれた統語構造を視覚的に示すために、各行を書き直しているが、その
やり方に倣って(v)ｂを書き直すと次のようになる：

Ｍａｎ；

Ｍａｎ；

Ｍａｎ．

ａＦｕｌｌ

ａＲｅａｄｙ

ａｎＥｘａｃｔ

b'・Readingmaketh

Confbrence

Writing

Andtherefbre，

IfaManWritelittle，

Ａｎｄ

ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅａＧｒｅａｔｍｅｍｏｒｙ；
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IfheConferrelittle， ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅ

ｉｆｈｅＲｅａｄｅｌｉｔｌｅ， ｈｅｈａｄｎｅｅｄｈａｖｅ

ｔｏｓｅｅｍｅｔｏｋｎｏｗｔｈａｔ，ｈｅｄｏｔｈｎｏｔ．

aPresentWit；Ａｎｄ

ｍｕｃｈＣｕｎｎｉｎｇ，

こうすれば､統語構造が同じであることが視覚的に理解できる｡意味的には読書(Reading)､会話(Conference)、

書くこと(Writing)が、それぞれどのような性格を作り上げるかが対照されている。並列構造のために、読む

と同じリズムの繰り返しが感じられ、意味の対照性が際立つ。以上の例は、３つのものの対照であるが、２

つのものを対照させる場合は、次のように２つのパートの並列になる。同様の方法で示す。

ｃエッセイ「大胆さについて」より、大胆な人間の特徴を分析し、その使い方を述べて：

Ｔｈｉｓｉｓｗｅｌｌｔｏｂｅｗｅｉｇｈｅｄ；ＴｈａｔＢＭＺｎｅｓｓｅｉｓｅｖｅｒｂｌｉｎｄｅ：Ｆｏｒｉｔｓｅｅｔｈｎｏｔｄａｎｇｅｒｓ，and

lnconvenienceSTherfbre,ｉｔｉｓ

ｉｌｌｉｎＣｏｕｎｓｅｌｌ，

goodinExecution：

ＳｏｔｈａｔｔｈｅｒｉｇｈｔＵｓｅｏｆＢＭｆｐｅｒｓｏｎｓｉｓ,ｔｈａｔｔｈｅｙｎｅｖｅｒＣｏｍｍａｎｄｉｎＣｈｉｅｆｅ,ｂｕｔｂｅＳｅｃｏｎｄｓ，

andundertheDirectionofothers・Ｆｏｒ

ｉｎＣｏｕｎｓｅｌｌ，ｉｔｉｓｇｏｏｄｔｏｓｅｅｄａｎｇｅｒｓ；And

inExecution，ｎｏｔｔｏｓｅｅｔｈｅｍ，

excepttheybeverygreat．（１２"OfBoldnesse''３８）

冒頭の"ThatBD/dnesseiseverblinde:Foritseethnotdangers,andlnconveniences.''は、Baconの発見し

た真理というべきことぱである。そのことばにもとづいて"Therfbre，ｉｔｉｓｉｌｌｉｎＣｏｕｎｓｅｌｌ，goodin

Execution:,,と、大胆な人物は助言には向かないが実行には向いていると二分法で分析し、さらに"Forin

Counsell,itisgoodtoseedangers;AndinExecution,ｎｏｔｔｏｓｅｅｔｈｅｍ,excepttheybeverygreat.，'と、そ

の理由を説明している。大胆な人物の使い方について注意すべきことが記憶に残るような書き方である。

もう一つの表現効果として、Parallelismには議論を明確にする機能がある。それは例えば"Lifbis

short.'，とだけ言ったのでは主張がはっきりしないが、“Artislong,lifeisshort.，，ともう一つの事柄を対

照して言うほうが主旨がはっきりしてくることからも理解できる。これは修辞法で"Antithesis'，（対照法）と

呼ばれる技巧で、『新英語学辞典』によれば「相反する語句または思想を対照的に配置する技法、ギリシヤ・

ローマ時代からコントラスト(contrast)により意味を明確にするために多用された。英国では、特に、エリザ

ベス朝のＬｙｌｙがＥ叩hueS・WbeAnatonvof川t(1578)の中で多用」したとあり、つぎのような例をあげて

いる(s､v・“antithesis，，）：

Ｔｏｅｒｒｉｓｈｕｍａｎ,tofbrgivedivine.－Ｐｏｐｅ

A1thoughlhaveshrinedtheeinmyheartasatrustyfriend,Iwillshuntheehereafterasa

trothlessfbe-Lyly

これらの例は、ParallelismとAntithesisの二つの技巧が同時に使われているために、いっそう意味の対照

性が際立つ。抽象的なテーマでの議論において、対照する構造は読者の理解を助けるための効果的な手段で

ある｡BaconはEssay宮のなかで頻繁に、このParallelismとAntithesisを組み合わせる技巧を用いている。

エッセイ５“OfAdversitie，,（逆境について）は、タイトルを``OfAdversitieandProsperitie''と書き直し

てもよいほど、逆境と順境の対比に焦点をおいて論じられている。それゆえ､いくつもの対照的構造が

見られる。Parallelismの個所を同様な方法で示しながら引用する：

｡、エッセイ「逆境について」より、順境と逆境の持つ意味を説明して：

ＴｈｅＶｅｒｔｕｅｏｆＥｍＳｐｅ画面e,isTemperance；

TheVertueofAdve2qsi奴isFortitude：
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ｗｈｉｃｈmMoralsisthemoreHeroicaUVertue・

EmSpezﾂﾞdiyistheB1essingoftheO1dTestament；

Adu'B21SjtyistheB1essingoftheＮｅｗ；

whichcarrieth

thegreaterBenediction，and

theC1earerRevelation

ofGodsFavour・Yet，ｅｖｅｎｉｎｔｈｅｏｌｄＴｅｓｔａｍｅｎｔ，ｉｆｙｏｕＬｉｓｔｅｎｔｏＤａｕｚＭｇＨａｒｐｅ，you

shallheareasmanyHerselikeAyres，asCarols：ＡｎｄｔｈｅＰｅｎｃｉｌｌｏｆｔｈｅｈｏｌｙＧｈｏｓｔ，hath

labouredmore，indescribing，

ｔｈｅＡｆｎｉｃ－ｔｉｏｎｓｏｆピル6，then

theFelicitiesofSajbmon・

ＥｍｓァemtyisnotwithoutmanyFearesandDistastes； And

AdvellsjtyisnotwithoutComfbrtsandHopes、

WeeseeinNeedle-workes，andlmbroideries，Ｉｔｉｓｍｏｒｅｐｌｅａｓｉｎｇ，

tohaveaLivelyWorke，uponaSadandSolemneGround；ｔｈｅｎ

tohaveaDarkeandMelancholyWorke，uponaLightsomeGround：

Judgetherfbre，

oftheP1easureoftheHeart，

ｂｙｔｈｅＰ１ｅａｓｕｒｅｏｆｔｈｅＥｙｅ・

certainly，VertueislikepretiousOdours，mostfiFagrant，whentheyareincensed，or

crushed： For

ButEmSpemtydothbestdiscoverVice；

AdU'ezqsitydothbestdiscoverVertue．（５``OfAdversitie''18.19）

このようにParallelismとAntithesisが節の単位でも句の単位でも頻繁に用いられ、順境と逆境の

意味が分かりやすくなるように作文されている。『新英語学辞典』は、この技法を用いると格言的な文が生

まれやすいことにも触れているが、EssaysにもParallelismで書かれた文で、短くまとまった内容のものが

あちこちに見受けられ、そのような文は格言的な響きがある：

e、NuptiallノWemakethMankinde;Friendlybveperfbctethit;but

WantonbveCorrupteth,andlmbasethit．（１０"OfLove''３３）

AMancannotspeaketohisSonne，ｂｕｔａｓａＦａｔｈｅｒ;ＴｏｈｉｓＷｉｆｂ，ｂｕｔａｓａＨｕｓｂａｎｄ;Ｔｏｈｉｓ

Ｅｎｅｍｙ，butuponTermes：whereasaFrendmayspeak，astheCaserequires，andnotasit

sortethwiththePerson．（２７"OfFrendship''86-87）

ｆ

ForcemakethMﾖｫu妃moreviolentintheReturne：DoctrineandDiscoursemakethMHtmQe

lesselmportune:ButCustomeonelydothalterandsubｄｕｅＭﾖtuz9e．（３８"OfNatureinMen'’
119）

９．

こういう例から、ParallelismもEssakysが"aphoristicstyle，'と呼ばれる要因の一つになっていると指摘でき

る。

(vi）語句をペアにして用いる形式

Essaysには、次のように意味の似た語をペアにした表現がたびたび現れる。名詞、動詞、形容詞、副詞な

ど、いろいろな品詞のペアがある.対象箇所を"[［］]''で示しながら引用する：

a・エッセイ（反乱と騒動について)より、国家に対する反乱と騒動を防止する対策について述べた箇
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所である。

Generally，ｔｈｅ［[DividingandBreaking]］ｏｆａｌｌ［[Factions，andCombinations]］thatare

adversetotheState，andsettingthematdistance，oratleastdistrustamongst
themselves，ｉｓｎｏｔｏｎｅｏｆｔｈｅｗｏｒｓｔＥｅｍｅｄｊｅｓ・ForitisadesperateCase，ｉｆthose，that
holdwiththeProceedingoftheState，ｂｅＭ１ｏｆ［[DiscordandFaction;]］Andthosethat

areagainstit,ｂｅ［[entireandunited.]］（１５“OfSeditionsandTroubles''４９）

この[［］]で示した４箇所では、いずれも意味の似かよった語が“and，，で結ばれている。これは直感的に

は"tautology，'とよばれる修辞法だと思われるので、それについて「現代英語学辞典』を参照すると、つぎの
ように説明されている：

同じ意味をもつ語句を反復することを言う。冗語法（P1eonasm）と同義に用いられる場合もあ

るが、とくに強調的効果などを目的としないものをさす。不注意あるいは思想の貧困に基因する

ことが多い。ただし、近代英語の初期のころには、耳慣れない外来語を説明するため、類義の英
語を添える習慣があった。（sv."Tautology，'）

しかしEssaysの場合は、不注意とか外来語の説明とかではない。また、類似性の高い語句の反復ばかりと
も限らない：

b・エッセイ「旅行について」より、若い人々が外国旅行に出かけた時、何を見ておくべきかを述べて：

ＴｈｅＴｈｉｎｇｓｔｏｂｅ［[seeneandobserved]］are:TheCourtsofPrinces，speciallywhenthey
giveAudiencetoAmbassadors:TheCourtsofJustice,whiletheyHsitandheare]］Ｃａuses；

ＡｎｄsoofConsistoriesEcclesiasticke：Ｔｈｅ［[Churches，andMonasteries,nwiththe

Monumentswhicharethereinextant：Ｔｈｅ［[WalsandFortifications]］ｏｆ［[Citiesand

Townes]]；AndsotheuHavensandHarbours:]］［[Antiquities，andRuines:]］Libraries；

Colledges，［[Disputations，andLectures,]］whereanyare：［[ShippingandNavies:]］
［[Houses,andGardens]］ｏｆ[[State,ａｎｄPleasure,nnearegreatCities:Armories:Arsenals：

Magazens：Exchages：Burses；Ware-houses：ExercisesofHorseman-ship；Fencing；

TrayningofSouldiers；ａｎｄｔｈｅｌｉｋｅ：Comedies；SuchwheruntothebetterSortofpersons

doeresort;Treasuriesof[LJewels,andRobes;]］［[Cabinets,andRarities:]］Andtoconclude，
whatsoeverismemorableinthePlaces;wheretheygoe．（１８“OfTravaile''56-57）

この例の[［］]で示した語句は、互いに意味が似ているというというには、やや難がある。確かに“Havens

andHurbours''のように類似の程度が高いものもあるが、その他の“seeneandobserved／sitandheare／

Antiquities，andRuines／Disputations，andLectures／Houses，ａｎｄＧａｒｄｅｎｓ／State，andP1easure／

Jewels，andRobes／Cabinets，andRarities，，などは、類似しているとは言い難い。それゆえVickersは、

その形態的特徴から‘`word･pair,，（120)と呼んでいる。Vickerは、この"word-pairs，'という用語を用いた箇
所でその機能と特徴に触れて、次のように言っている：

．．、ｗｅｃａｎａｌｓｏｓｅｅｈｉｓｆｂｎｄｎｅｓｓｏｆｕｓｉｎｇword-pairs，particularlyfbranysolemnor

weightymatter（thepairsofwordsarenottautologous，therebeingusuallysomesubtle
complementarydistinctionbetweenｔｈｅｍ)．（120）

つまり、Baconの好みでもあり、また重要な事柄を述べるときword-pairを用いる傾向がある、と指摘する。

いわば太字で書いたり、アンダーラインを引いて注意を促したいことばとしてそうするのであろう｡確かに、

語をペアにすることにより、たとえそれらの語の音節数には違いがあっても、どこか均衡の取れたリズムが

生まれ、一語の場合と比べるとParallelismのように印象的な響きを持つことが次のような例からもわかる。

なお、Baconのword･pairには"and''だけでなく“or''でつながれたものもある：
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c・エッセイ「王国と国家の真の偉大について」より、戦争の効用について：

NoBodycanbehealthfillwithoutExe29cjSe，neitherNaturallBody，norPolitique：

Ａｎｄcertainly，ｔｏ［[KingdomeorEstate,]］ａ［[JustandHonourable]］Warre，isthetrue

ExemcjSe．（２９“OfthetrueGreatnesseofKingdomesandEstates''９７）

d、エッセイ「礼式と礼儀について」より、振る舞い方の注意を述べて：

MensBehaviourshouldbeliketheirApparelLnottoo［[Strait,orpointDevice,]］ｂｕｔＦｒｅｅ

ｆｂｒ［[ExerciseorMotion]]．（５２“OfCeremoniesandRespects''159）

実はこの現象は此saysに表れる特異なものではない。初期近代における英語史上の現象である。

Nevalainenは〃ｅＣａｍ６ｍＺｇ巴HBtoU'ofWbeEngi杣Languag℃で、このようなことばを``binomials，，(363）

と呼んで、初期近代において英語の語彙が急増したとき、特に法律関係の新語を導入する際に用いられたや

り方であると指摘している。本来は母国語と外来語の組み合わせであったが、そのやり方が次第に無意識的

に用いられたようだと説明する：

Ｉｎｔｈｅｌａｎｇｕａｇｅｏｆｌａｗ，newterminologywascommonlyfbrmedbycombininganativeterm，

oranintegratedloanword,anditsfbreign(near-)synonym…．Itishardtotelltheextent

towhichbinomialsweremotivatedbyloan-wordaccommodationalone・Itwouldappear

thatrepetitivewordpairswereamore-or-1essautomaticfbatureintherhetoricofanumber

offbrmalregistersatthetime．．．（363.64）

Baconは法律家でもあったので、このようなbinomials（二語表現）を法律以外の分野にも利用したのかも

しれない。“word-pairs，'は初期近代の英語の特徴の一つで、Baconもそれをまね、ある程度レトリックの意

識を持って用いたのではないだろうか。

111．結語

Essaysに頻出する表現形式を意味的に６つの型に分け、その表現形式の機能や、文体に及ぼす効果を

検討した。分類したのは便宜のためであり、エッセイにより、ある形式は見られるが他のものは見られない

ということもある。

以上の検討から、Essaysの英語の性格についていくつかのことが明らかになった。まず、内容的に洞察に

富む、真理を言い表すことばが多く、そのことがEssaysが格言的な文体と呼ばれることの最大の原因であ

るという点、そしてそれを表現する際にBaconの用いる技法がもう一つの原因であるという点、を挙げるこ

とができる。その技法については、先ず、文の構造が単純で息が短いという点を指摘でき、それはGordon

によれば、初期近代においてBaconがこのEssaysにおいて導入し、以後の散文のモデルになった特徴であ

る。次に、Parallelism,Antithesis,Word-pairなどのレトリックを用いていることも目立つ点であり、それ

らもEssaLysの文体の大きな特色である。また、紙数の関係で触れることができなかったが、比愉も加えら

れるべきレトリックである。網羅的な研究ではなく、また、恥ｓａｙｓという一つの作品の散文を通してではあ

るが、初期近代の英語の'性格が、内容的、形態的にいくつかあきらかになった。恥saysには、現代英語に向

かう散文の動きがよく表れていると思う。
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ＴｈｅｐｕｒｐｏｓｅｏｆｔｈｉｓｐａｐｅｒｉｓｔｏａｎａｌｙzethedescriptivestyleofBacon，sEssayaa
representativeproseworlKoftheearlymodernperiod・Theproseisknowntohavea
characteristicstylecalledthe“gnomicstyle.，，Byanalyzingtheprose，therefbre，wecan

expecttofindsomecharacteristicsoftheprosｅｉｎｔｈｅＲｅｎａｉｓｓａｎｃｅａｇｅｗｈｅｎＥｎｇｌａｎd
flourishedbothpoliticallyandculturally・TheresultisthatEnglishlanguagewas

remarkablydevelopedinitspotentiaLAsamethodofstudy，wedrawattentiontosix

frequentlyusedexpressionsintheEssaJ'８．Ｔｈｅｙare，first，theexpressioninwhicha
statementisfbllowedbysomeexplanatorydescription；second，theexpressionmwhicha
conclusivestatementisaddedtoafbrmerstatement；third，theanalyticorclassifying

expressioninwhichadiscussionisdividedintoawell-orderedsystem;fburth,theexpression
called“Parallelism,'，fifth，ｔｈｅｅxpressioncalled“word-pair,,’andsixth，theexpressionof

imagery,which,becauseofapagelimit,ｃａｎｎｏｔｂｅｃｏｍｍｅｎｔｅｄｏｎｉｎｔｈｅｐｒｅｓｅｎtpaper、We
analyzethesetypicalexpressioｎｓｉｎｔｅｒｍｓｏｆｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｃｅａｎｄｄｅｓｃriptivefbrm，ｔｈａｔｉｓ，how
Bacondescribeshisthoughts・Wecanperceivethroughthestudyseveraltendenciesofthe

chaｎｇｅｉｎｔｈｅＥｎｇｌｉｓｈｌａｎｇｕａｇｅｗｈｉｃｈｗａsbecomingamodernlanguage．


